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　　Ⅰ．　地域日本語教育の総合的な体制づくり推進事業

　　　　1.　空白地域解消モデル事業

　　　　2.　人材育成

　　　　3.　オンライン日本語講座

　　　　4.　子ども日本語学習サポーター事業

　　　　5.　ネットワークづくり

　　　　6.　継続事業　

　　Ⅱ．　おかやま日本語教育支援センター運営事業【新規】

　　Ⅲ．　日本語実践ツアー開催事業【新規】　



あかいわ にほんご教室（赤磐市主催）
令和８年５月１７日〜令和９月３月１４日  (全11回)

赤磐市（政策推進課）運営による自走体制

赤磐市が委嘱した日本語教師*と前年度までの

サポーターを中心に実施

（＊Ｒ７ ＯＰＩＥＦ地域日本語教育コーディネーター赤磐市担当）
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回数 学習者 サポーター 特記事項 合計

計11回予定
(2026.6.1現在) 

登録 9
(2026.6.1現在) 
登録 18

同伴子ども
延べ  2

(2026.6.1現在) 
登録 27

1.1 モデル地域１

1. 空白地域解消モデル事業

Ⅰ．　地域日本語教育の総合的な体制づくり推進事業
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年度・回数 学習者 サポーター 特記事項 合計

令和6年度
計７回

＜初期研修＞

　子ども         ３

申込者 ２９

参加者実数 ２８

＜プレ教室＞ ＜プレ教室＞

延べ
４４

延べ　　　　　　 ３９（見学１） 延べ ８３

参加者実数
２１

参加者実数 １２（見学１） 参加者実数 ３３

ベトナム １９

フィリピン ２

令和7年度
計１４回

※延べ １００ 延べ １２８ 　　子ども            ３
※ベトナム　     ８８
　　中国　　　　  　11
　　パキスタン    　１

延べ ２２８

参加者実数
３２

参加者実数
２９

参加者実数 ６１

令和８年度
計１１回予定

登録者数 13 登録者数 ２２       子ども         ２ 延べ ３５

(2026.6.30現在) (2026.6.30現在) (2026.6.30現在)
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ベトナム式生春巻きを教えてもらい、
おにぎりとサポーターの家庭菜園でとれた大根で
味噌汁も一緒にいただきました。

楽しく話しながら、学びます。



きびちゅうおうちょうにほんご教室
  　主催：岡山県（委託元）
　　　　　（委託先）一般財団法人岡山県国際交流協会
  　共催：吉備中央町
　　

　令和８年５月３１日〜令和９年１月３１日
  　各回　日曜日１０：３０〜１２:００ 
　　（前期６回、後期５回予定）

回数 学習者 サポーター 特記事項 合計

前期　６回
後期　５回
計11回予定

登録 １５
(2026.6.30現在)

登録 １９
(2026.6.30現在)

高校生２名を含む 登録 ３４
(2026.6.30現在)

1.2 モデル地域２
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年度・回数 学習者 サポーター 特記事項 合計

令和７年度
　計５回

＜初期研修＞ ＜会場＞
・農村環境改善
　センター
・豊野公民館
・吉川公民館

申込者 59

参加者実数 43

＜プレ教室＞ ＜プレ教室＞

延べ 9 延べ 18 延べ 27

参加者実数 5 参加者実数 8 参加者実数 13

インドネシア 3

フィリピン １

アメリカ 1

令和８年度

前期・後期
計11回予定

※登録者数 1５ 登録者数 1９ ※高校生2名含む 登録者数
(2026.6.30現在)

3４

(2026.6.30現在) (2026.6.30現在) ＜会場＞
・きびプラザ　１階　第１会議室
・ロマン高原かよう総合会館　２階　女性青年活動室
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日付 場所 サポーター　 学習者 合計 主な活動内容

5/31
（日）

ロマン高原かよう総合会館
２F　女性青年活動室

１１名
高校生２名含む

７名
インドネシア６名

ネパール１名
１８名 総当たり自己紹介

6/14
（日）

きびプラザ
１F　第一会議室

　　　　　　７名 　　　　　　８名
ベトナム３名

ミャンマー２名
フィリピン１名
ネパール１名

韓国１名

１５名 ゴミ分別ゲーム

6/28
(日)

ロマン高原かよう総合会館
２F　女性青年活動室

１１名
高校生２名

体験者１名を含む

　　　　　　７名
インドネシア６名
　フィリピン１名

１８名 交通標識・免許のいろいろ



 2.1 オンラインやさしい日本語研修
　　（合同開催：にほんごカフェ）
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2.　人材育成

参加者 申込者 参加者

やさしい日本語研修 25 19

実績

後述の「日本語学習サポーターオンライン初期研修」や
「日本語ボランティアスキルアップ研修」につながるよ
うな時期に開催日を設定
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2.2　日本語学習サポーター初期研修
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＜参考＞日本語学習サポーター初期研修　これまでの実績

年度 回数 形式 参加者実数 居住地 人数 支援経験の有無 人数

令和６年 ５回
対面

（会場：赤磐市）
２８名

赤磐市 ８ あり １０

岡山市 １１ なし １８

その他 ９

令和７年 ５回

ハイブリッド※

※第３回は対面のみ

（対面会場：吉備中央町）

４３名

吉備中央町 １３ あり １６

岡山市 １４ なし ２１

津山市 ４

その他 １２

令和８年
予定

5回 オンライン ３３名

岡山市１２、倉敷市５、
津山市１、玉野市１、
笠岡市２、井原市１、

総社市２、瀬戸内市１、
赤磐市２、真庭市２、
和気町２、早島町１、

里庄町１

あり １６

なし １７



2.3　日本語ボランティアスキルアップ研修
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令和８年９月２６日（土）　午後　開催予定
　

内容

「聞く協力（※）」ついて具体的な支援の場面を例にして学ぶ。

※「聞く協力」とは　

日本語が十分に話せない外国人住民が、自分の思いや考えを表現

するために、聞き手が行う協力のこと。

　



３． オンライン日本語講座
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内容

コーディネーターが中心となり、下記2つのクラスを運営する

　・入門クラス…入門期の学習者の学習を支援する。

　・交流クラス…日本語学習サポーターと交流しながら日本語能力の向上を図る。

開催場所や開催時間が合わず、実地の日本語教室に通うことができ
ない在住外国人でも受講できるオンライン日本語教室を開催する。



4.1　子ども日本語学習サポーター派遣
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4.　子ども日本語学習サポーター事業

• 派遣期間：令和８年５月１日〜令和９年２月１９日
１次申請受付期間：令和８年４月６日〜６月３０日
２次・延長申請受付期間：令和９年１月〜１１月３０日

• 無料
• 放課後の学校で
• ひとつの申請で１０回派遣
• 学校ごと：年間の派遣申請は１校４件（各１０回）以内

　　　　　年間最大４０回まで

• 学習者ごと：１人につき通算２０回（２件）まで
• 現行４０件→１０校増加（延べ５０件）
• ＯＰＩＥＦの主催する子ども日本語サポーター研修受講者



令和７年度 子ども日本語学習サポーター派遣実績
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赤磐市 浅口市 井原市 岡山市 笠岡市 倉敷市 瀬戸内市 総社市 高梁市 玉野市 新見市 美作市 矢掛町 合計

２ ４ ２ ４ １ １５ ３ ２ １ ２ １ ２ １ ４０

依頼・問い合わせ件数は４８件以上

・学校別派遣件校数（実数） ：３１校（小学校１６校、中学校１５校）

・派遣申請件数 ：４０件（うち延長を除く３５件）

・児童生徒別件数 ：４４人（うち延長を除く３８人）

・児童実数　３３人　生徒実数　１６人



4.2　子ども日本語学習サポーター研修会
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回 月日 内容

1
８月２９日

（土）
日本語学習支援の具体例(仮)

2※ 調整中
外国人児童生徒の

日本語教育に関わる連携(仮)

※今年度は拡充のため１回追加



4.3　子ども日本語学習サポーターと

　　   教員・指導員との合同セミナー【新規】
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回 月日 内容 後援

1
7/27
（月）

学校全体で外国人児童生徒を
包摂する教育

岡山県教育委員会

２ 未確定
外国人児童生徒を

包摂する教育評価・学習評価
岡山県教育委員会



5.　ネットワークづくり
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5.1 にほんごカフェ

　　　　　　　  令和８年６月２７日（土）開催

　　　　　　実績

5.2 日本語学習サポーター交流会　

　　　　　　　　（開催時期調整中）

参加者 申込者数 参加者数

やさしい日本語研修 ２５ １７

日本語学習者 １４ ９



6.　継続事業
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6.1 日本語学習リソースコーナー（岡山国際交流センター4階　図書資料室）

　　　　　　　　　　　　　　実績
　　　　　　　

6.2 岡山県国際交流協会 日本語講座
　　　　　　　実績　

令和６年度（３１４回実施） 令和7年度（２８７回実施）

学習者数（のべ） ２３９５ ２６４３

ボランティア数（のべ） １２１１ １２５１

令和6年度 令和7年度

貸出冊数 ２２４ ２４５

利用人数（実数） １６ ２１



Ⅱ．　おかやま日本語教育支援センター運営事業【新規】
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 ・令和8年6月8日(月) 開所式

＜センターの役割＞

・情報提供

    県内の日本語教育に関する情報を、協会ホーム

　 ページ等を通じて提供する。

・相談対応

    県内で日本語教育に携わる方からの相談に対応する。

・他団体との連携

    日本語教育に携わる他団体（行政機関、大学、民間団体等）と連携し、県内

   の日本語教育の推進を図る。



Ⅲ．　日本語実践ツアー開催事業【新規】
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時期：令和８年１１月～令和９年１月の間で調整中

対象：モデル事業地域の日本語学習者とサポーター

目的：日本語学習者が岡山県での生活により馴染めるよう、

　　　日本語を学習しながら生活ルールや生活様式を学べ

　　　る施設などをサポーターと共にバスツアーで訪問する。


